
「彩雲」と「雲心月性」

右の写真は今月５日、運動会の児童公開（総練

習）のときに現れた色鮮やかな雲です。ちょうど

休憩の時間帯に現れたため、全校の子どもたちが

目にし、「きれい！」「すごい！」と興奮していま

した。中には、「よくないことが起きるのでは･･･」

と口にしていた子どももいました。

この雲が現れた頃は、十勝地方でも震度２～４の地震が頻発していた時期でもあったの

で、正直私も不安になり検索してみました。すると、国立極地研究所の南極観測隊員のブ

ログの中に、下のようなものがありました。

これを読んでまずは一安心でした。逆に、「吉兆」「幸せを呼ぶ雲」と言われていること

がわかり、運動会当日の子どもたちの活躍や出来栄えに期待が膨らみました（その結果に

ついては、７日の運動会で皆様にご覧いただいたとおりです）。

彩雲が吉兆であることはわかりましたが、上のブログにある、｢雲心月性｣という言葉を

私は聞いたことがなかったので、その意味も調べてみました。

不安や悩み、外部からの刺激や情報、人間関係など日常のさまざまな出来事によって、

私たちの心の状態は変わりやすく、不安定なものです。そのようなときこそ、雲や月のよ

うに澄んだ心で、冷静さや素直さ、客観性を保つよう努め、より良い判断や行動ができる

ようになりたいものです（無欲でいることは難しいですが･･･）。

目を輝かせて彩雲を眺めていた幕別小学校の子どもたちに、このあともたくさんの幸せ

が訪れるよう、雲心月性の気持ちで子どもたちと向き合える校長でありたいと思いました。

気象観測のため外に出ると昭和基地上空に鮮やかな彩雲が現れました。彩雲は太陽の近くに

かかった雲が赤、黄、緑などの色に分かれて虹色に見える現象で、日光が雲の粒を回り込んで

進むことによって発生します。南極では晴れた日の上層の雲で見られることが多いです。

彩雲は古来より縁起の良い吉兆とされており、幸せを呼ぶ雲とも言われています。私は今、

憧れの地南極で素敵な仲間たちとかけがえのない時間（とき）を過ごしています。出会えた奇

跡に感謝しつつ、雲心月性の気持ちで日々を重ねていきたいと思います。（下線は森が追記）

雲心月性(うんしんげっせい) → 雲や月のように高く澄んだ心。世俗の名誉や利益を求めよう

としない、無欲で清らかな心。 〔｢デジタル大辞泉｣より〕

６月５日 10時過ぎにグラウンドから見えた彩雲
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６年生 フワフワドームを満喫２年生 広い明野ヶ丘公園で思う存分おにごっこ

５年生 札内いなほ公園で水遊び ぬれても平気！

４年生 エコパからハナックに到着

お弁当で疲れも忘れ、はじける笑顔

１年生 ｢オオカミさん 今何時？｣ ｢12時！｣ ３年生 帰り道も元気一杯！

遠足の日の食育掲示板

赤文字の部分に注目

アドバイスされた角度で投げると･･･

1年生にもこつをわかりやすく説明

屋外での活動には絶好の天候に恵ま

れた13日に遠足へ出かけました。1～

3年生は明野ヶ丘公園、４年生はエコ

ロジーパークとハナック、５年生は札

内のいなほ公園と北公園、６年生はエ

コロジーパークが目的地でした。

各学年で事前に決めた約束を守り、

レクレーションや思い思いの遊びに子

どもたちの楽しそうな声と笑顔があふ

れていました。４年生以上は「着替え

を持ってきてないけど･･･」と言いな

がらも水遊びに興じる子どもたちが多

く、初夏の１日を満喫していました。

子どもたちにとって遠足は特別な１日です。その

特別感を高める一つが愛情あふれるお弁当です。右

の栄養教諭からのメッセージはお子さんに伝わって

いましたか？ ご家庭のご協力に感謝申し上げます。

中学校の体育祭、小学校の運動会が終わって、中学校の

先生方が小学校に来て学習指導をする「乗入授業」が今年

度も始まりました。高学年の外国語、３年生以上の算数・

音楽、そして、全学年の体育で、中学校のそれぞれの教科

の教員が乗入授業にかけつけてくれています。

この時期、体育では全

学年で体力テストを実施

しているので、体育科の

２名の教員がそれぞれの学年に応じた指導・アドバイスで、

個々の子どもたちの技能向上を図ってくれています。

この乗入授業が、次年度からの義務教育学校での学習指導

につながっていく重要な取組になります。



第48回幕別町陸上競技記録会
（6/1）

6年女子100ｍ 13"82 第3位 福島 咲羅 さん

〃 15"81 第7位 谷地田 凛花 さん

6年女子4×100ｍ 56"43 第1位 幕別陸上少年団

4年男子走幅跳 12m90 第1位 川端 凌太 さん

4年女子ジャベリックボール投 28m75 第1位 有馬 凪咲 さん

〃 14m60 第3位 齋藤 はる さん

6年女子ジャベリックボール投 33m13 第3位 谷地田 楓花 さん

北海道小学生陸上競技大会帯広会場（6/14）写真左

5年 澤辺 和 さん

第45回全日本小学生バレー
ボール大会帯広地区予選（５/18）

女子の部 第3位
白人シャイニングＡ

第８回豊頃はるにれ杯
少年剣道錬成大会（5/25）
個人戦 中学年女子の部
優勝 4年 伊東 唯誓 さん

有馬 凪咲 さん
小学4年女子ジャベリックスロー
第1位 26ｍ70

川端 凌太 さん
小学4年男子走幅跳
第2位 3ｍ11

川端 凌太 さん

谷地田 凛花 さん福島 咲羅 さん

谷地田 楓花 さん
小学6年女子ジャベリックスロー
第5位 28ｍ44

谷地田 凛花 さん
小学6年女子100ｍ
第5位 16"46

福島 咲羅 さん
小学6年女子走幅跳
第3位 ３ｍ82

有馬 凪咲 さん

谷地田 楓花 さん 齋藤 はる さん

中土佐町の観光地・お祭りなどの発表に興味津々

久礼小学校の発表も
とても立派でした

５年生が総合的な学習の時間の｢ふるさと学習｣

の一環として、小学生国内研修で交流のある高知

県中土佐町の久礼(くれ)小学校５年生とそれぞれ

の町をオンラインで紹介し

合う交流学習をしました。

時間の関係上、幕別小学校からは４人が町の特産品やおすすめの場所

などを発表しました。幕別小学校・久礼小学校とも互いの発表に対する

反応の仕方がとてもよく、オンラインでの交流でしたが、十分に知り合

う・学び合うことができる内容でした。遠く離れた二つの町ですが、互

いに交流し合うことで自分たちの町の良さを再発見できたはずです。２

学期・３学期の内容にも大きな期待がもてる１回目の交流学習でした。



給 バ ス

食 朝 下 校

1 火 生活科体験学習（1年 動物園） ◎ ○ 14:45 15:55

職員会議

2 水 CIR 児童会 ◎ ○ 14:45 15:55

社会科見学（4年 下水処理場）

3 木 修学旅行（6年 札幌市） ◎ ○ 14:45 15:55

4 金 修学旅行（6年 札幌市） ◎ ○ 14:45 15:55

5 土

6 日 ＰＴＡスポーツ交流会

7 月 CIR スクールカウンセラー来校 ◎ ○ 14:45 15:55

8 火 ◎ ○ 14:45 15:55

9 水 CIR 児童会 スワディ号 ◎ ○ 14:45 15:55

10 木 ◎ ○ 14:45 15:55

11 金 全校集会 合同分掌会議 ◎ ○ 14:45 15:55

12 土

13 日

14 月 CIR ＰＴＡ役員会 ◎ ○ 14:45 15:55

15 火 総合体験学習（3年 ほなみ農場）◎ ○ 14:45 15:55

分掌代表者会議

16 水 CIR ◎ ○ 14:45 15:55

17 木 ◎ ○ 14:45 15:55

18 金 まくべつ教育の日 研修会議 ◎ ○ 14:45 15:55

19 土

20 日

21 月 海の日 管内ＰＴＡ研究大会

22 火 清掃週間（25日まで） ◎ ○ 14:45 15:55

学園企画会議

23 水 CIR 児童会 スワディ号 ◎ ○ 14:45 15:55

24 木 ◎ ○ 14:45 15:55

25 金 １学期終業式 ◎ ○ 14:45 15:55

26 土 夏休み（8 /24まで）

27 日

28 月 夏休み学び隊

合同職員会議 合同分掌会議

29 火 夏休み学び隊

30 水 夏休み学び隊

31 木 夏休み学び隊

※発行日現在の予定ですので、変わることもあります。

日 おもな行事予定曜
〔 熱中症の未然防止 〕

十勝でも先週から本格的な夏

の暑さを感じる気候になってい

ます。道内でも熱中症で搬送さ

れたというニュースが連日のよ

うに流れています。

学校では、体育館や屋外など

の暑さ指数の計測、朝の健康観

察に加えて活動前の体調把握、

活動中の適切な水分補給、体調

に異変を感じたらすぐに教員に

伝える指導など、熱中症リスク

の軽減に努めています。

この学校だよりに挟み込みま

した道教委からの「子どもたち

の健康を守るために」をお読み

いただき、子どもたちを熱中症

から守るため、ご家庭のご協力

をよろしくお願いいたします。

６月23日から７月11日まで

北翔大学短期大学部の渡部小春

さんが、教育実習に来ています。

全学年の授業を参観し、この後、

主に３年生の教室で学習指導を

する予定です。子どもたちと一

緒に貴重な経験と学びを積み上

げる３週間になるよう全職員で

バックアップしていきます。


